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井
上
さ
と
し
参
院
議
員
は
22
日
の
参
院

外
務
防
衛
委
員
会
で
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ

Ｏ
第
10
次
要
員
（
５
月
派
遣
）
の
家
族
へ

の
説
明
で
、
日
本
政
府
が
す
で
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ

参
加
５
原
則
が
崩
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
が
示
し
た
陸
上
幕
僚
監
部
作
成

の
「
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
第
10
次
派
遣
要

員
家
族
説
明
会
資
料
」
（
２
月
１
日
時
点
）

で
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
北
部
に
「
反
政
府
派

支
配
地
域
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
支
配
地
域
と
の
境
界
に
「
戦
闘
発
生

箇
所
」
が
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
ま
し
た
。 

一
方
、
今
月
派
遣
さ
れ
た
第
11
次
派
遣

要
員
の
「
家
族
説
明
資
料
」（
８
月
１
日
時

点
）
は
、「
支
配
地
域
」
が
な
く
な
り
、「
反

政
府
派
の
活
動
が
活
発
な
地
域
」
に
差
し

替
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
政
府
は
「
反
政
府
側
の
支

配
地
域
が
あ
る
と
家
族
に
説
明
し
な
が

ら
、
第
10
次
要
員
を
派
遣
し
た
。
つ
ま
り
、

参
加
５
原
則
が
崩
れ
て
い
る
と
認
識
し
な

が
ら
、
派
遣
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
迫

り
ま
し
た
。 

 

稲
田
朋
美
防
衛
相
は
、
第
10
次
派
遣
で

も
「
紛
争
当
事
者
が
現
れ
出
た
と
は
認
識

し
て
い
な
い
」
と
言
い
訳
に
終
始
。
井
上

氏
は
国
連
事
務
総
長
報
告
を
読
み
上
げ
、

「
２
月
よ
り
８
月
の
方
が
さ
ら
に
治
安
は

悪
化
し
て
い
る
の
に
改
善
し
た
か
の
よ
う

に
家
族
に
説
明
し
、
派
遣
を
継
続
す
る
こ

と
は
許
せ
な
い
」
と
批
判
。「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加

５
原
則
は
破
た
ん
」
と
し
て
南
ス
ー
ダ
ン

か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退
を
求
め
ま
し
た
。 

で
、
リ
ニ
ア
と
交
差
す
る
よ
う
に
山
梨
県

か
ら
静
岡
市
清
水
区
ま
で
建
設
さ
れ
る
中

部
横
断
自
動
車
道
は
、
崩
壊
・
湧
水
・
自

然
由
来
の
重
金
属
含
有
問
題
な
ど
で
大
幅

に
工
期
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス

大
規
模
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
同
様
の
事

象
が
考
え
ら
れ
、
安
全
性
、
環
境
影
響
、

有
害
物
質
の
再
調
査
、
検
証
が
必
要
だ
と

強
調
。
事
象
に
つ
い
て
確
認
し
、
報
告
す

る
よ
う
国
側
に
約
束
さ
せ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
静
岡
市
清
水
区
の
中
心
街
に
、

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
計
画
し
て
い
る
液

化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
火
力
発
電
所
に

つ
い
て
、
建
設
予
定
地
が
東
海
地
震
の
震

源
域
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
別
区
域
内
で
、

複
合
災
害
で
甚
大
な
被
害
が
出
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

経
産
省
と
環
境
省
は
、
地
震
な
ど
の
安

全
問
題
は
、
環
境
ア
セ
ス
の
項
目
に
含
ま

れ
て
い
な
い
と
回
答
。
参
加
者
は
ア
セ
ス

に
含
ま
れ
て
い
な
く
と
も
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
国
は
指
導
す
べ
き
だ
と
抗

議
し
ま
し
た
。 

夜
間
訓
練
、
残
虐
兵
器
使
用
や
め
よ 

東
富
士
で
の
「
１
０
４
実
弾
射
撃
訓
練
」

に
つ
い
て
、
就
寝
時
間
の
午
後
10
時
前
ま

で
行
う
夜
間
訓
練
や
残
虐
兵
器
の
白
リ
ン

弾
使
用
は
沖
縄
の
訓
練
で
は
行
わ
れ
て
い

な
い
約
束
違
反
だ
と
主
張
。
防
衛
省
が
沖

縄
と
「
同
質
同
量
」
の
訓
練
だ
と
認
識
し

て
い
る
と
述
べ
た
た
め
、
島
津
議
員
は
沖

縄
で
行
わ
れ
て
い
た
か
調
査
し
、
報
告
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
米
空
軍
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
東
富
士
で
訓
練
計
画
や
、
海
兵
隊
の
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
演
習
計
画
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
よ
う
要
望
。
防
衛
省
は
「
米
軍

の
行
う
こ
と
な
の
で
わ
か
ら
な
い
。
わ
か

り
次
第
す
ぐ
地
元
自
治
体
に
伝
え
る
」
と

回
答
。
参
加
者
は
「
主
権
に
関
わ
る
問
題

だ
」
と
述
べ
、
報
告
待
ち
で
な
く
米
軍
に

情
報
提
供
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

リ
ニ
ア
・
絶
滅
危
ぐ
種
、
重
金
属
調
査
を 

 

リ
ニ
ア
問
題
で
は
、
静
岡
市
の
環
境
調

査
で
Ｊ
Ｒ
東
海
が
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
で
確
認
し
て
い
な
い
絶
滅
危

ぐ
種
の
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
Ｊ
Ｒ
に
定
期
的
調

査
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
要
請
し

ま
し
た
。
国
交
省
は
、
新
た
な
調
査
が
必

要
と
な
れ
ば
Ｊ
Ｒ
に
適
切
に
伝
え
る
と
答

え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
リ
ニ
ア
建
設
地
と
地
質
が
同
じ

党
静
岡
県
委
員
会
は

21

日
、
政
府
交
渉
を
行

い
、
自
衛
隊
東
富
士
演
習

場
へ
の
米
軍
オ
ス
プ
レ

イ
飛
来
と
「
１
０
４
実
弾

射
撃
訓
練
」
の
中
止
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

中
止
な
ど
23

項
目
を
要

望
し
ま
し
た
。
平
賀
高
成

県
議
、
地
方
議
員
ら
17
人

が
参
加
。
島
津
幸
広
、
本

村
伸
子
両
衆
院
議
員
、
井

上
哲
士
、
武
田
良
介
両
参

院
議
員
が
同
席
し
ま
し

た
。 

 

 

井
上
議
員
・ 

参
院
外
交 

防
衛
委


